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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】肌への付着性に優れ、なおかつ光散乱効果によ
る凹凸補正効果を示すとともに、仕上がり及び使用感に
も優れた化粧料を提供する。
【解決手段】平均粒子径が０．０１～１００μｍのポリ
ビニルアルコール微粒子を含有する化粧料を提供する。
前記微粒子は、ポリビニルアルコールとアルデヒド化合
物より得られる架橋構造を有する微粒子であるのが好ま
しい。特に、ポリビニルアルコール／アルデヒド化合物
／酸触媒の混合水溶液を分散質とし、かかる混合水溶液
および得られる微粒子が実質的に溶解しない有機溶媒を
分散媒とするエマルジョンを形成し、分散質中でポリビ
ニルアルコールをアセタール化して球状微粒子を生成す
ることによって得られる微粒子であるのが好ましい。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
平均粒子径が０．０１～１００μｍのポリビニルアルコール微粒子を含有することを特徴
とする化粧料。
【請求項２】
前記微粒子がポリビニルアルコールとアルデヒド化合物より得られる架橋構造を有する微
粒子であることを特徴とする請求項１に記載の化粧料。
【請求項３】
前記微粒子が、ポリビニルアルコール／アルデヒド化合物／酸触媒の混合水溶液を分散質
とし、かかる混合水溶液および得られる微粒子が実質的に溶解しない有機溶媒を分散媒と
するエマルジョンを形成し、分散質中でポリビニルアルコールをアセタール化して球状微
粒子を生成することによって得られるものであることを特徴とする請求項１又は２に記載
の化粧料。
【請求項４】
前記アルデヒド化合物が多官能アルデヒド化合物であることを特徴とする請求項２又は３
に記載の化粧料。
【請求項５】
前記アルデヒド化合物がグルタルアルデヒドであることを特徴とする請求項４に記載の化
粧料。
【請求項６】
前記ポリビニルアルコールが、重合度２００～２０００且つケン化度７０～９０％である
ことを特徴とする請求項１から５のいずれか一項に記載の化粧料。
【請求項７】
毛穴、皺、傷跡、縫合跡、やけど跡など皮膚の凹凸を目立たなくすることを特徴とする請
求項１から６のいずれか一項に記載の化粧料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ポリビニルアルコール微粒子を含有し、肌への付着性に優れ、なおかつ光散
乱効果と仕上がり及び使用感に優れた化粧料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、毛穴や皺など皮膚上の凹凸を目立ちにくくする凹凸補正化粧料は、クリーム、フ
ァンデーション、化粧下地、ゲル製剤、化粧水などの様々な製品形態で上市されている。
従来の凹凸補正化粧品には、主としてシリカやシリコーン粉末などの汎用の球状粉末が用
いられており、それらの球状粉末は、その形状に起因する光の表面散乱効果により凹部の
陰影を低減し、凹凸を目立たなくするものである。
【０００３】
　しかし、これらの汎用の球状粉末自体は肌への付着性が悪いため、通常は、化粧料に同
時に配合される各種の油性成分や皮膜成分によって肌表面に弱く付着されている。これら
付着力の弱い従来の球状粉末を配合した化粧料を肌に塗布した場合、球状粉末の皮丘への
付着は殆ど無く、選択的に皮溝へ集まる傾向がある。
【０００４】
　汎用の球状粉末の皮溝への選択的な局在化は肌の凹凸補正の観点では効果的であるが、
併用する体質顔料やパール光沢顔料などの板状粉末が皮丘に局在しやすいため、球状粉末
と板状粉末とが別々に局在する状態となり、いわゆるキメ（肌理）落ちと呼ばれる不自然
な化粧肌の仕上がり状態に繋がるという問題があった。
【０００５】
　このような問題を解決するため、板状粉末の表面に光散乱性を有する物質を被覆した各
種の複合粉体が開発されている。これらは板状粉末に光散乱性を付与することにより皮溝
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と皮丘の境界を不明瞭にし、自然な仕上がりを演出するものである。その一例として雲母
チタンなどパール光沢顔料とポリメタクリル酸メチル（ＰＭＭＡ）の球状微粒子の混合ス
ラリーをスプレードライヤーで乾燥させることにより、雲母チタン表面に球状ＰＭＭＡを
被覆した複合粉体が挙げられる（特許文献１）。 また、雲母等の各種体質顔料の表面に
湿式法により球状の硫酸バリウムを被覆した複合粉体も開発されている（特許文献２）。
【０００６】
【特許文献１】特開平９－４８７０７号公報
【特許文献２】特開２００４－３０００８０ 号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、従来の複合粉体は、あくまで板状粉末を改良したものであって、板状粉
末が元来有する欠点、例えば、使用感触の滑らかさに劣る点は完全には解消し得ない。従
って、滑らかな使用感触を有し、なおかつ付着性に優れ、自然な仕上がりを演出すること
のできる球状粉末の開発が望まれていた。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者等は、上記課題を解決すべく鋭意検討を重ねた結果、特定粒径を有するポリビ
ニルアルコール微粒子を配合することにより、肌への付着性、光の散乱性による自然な仕
上がり、及び使用感に優れた化粧料が得られることを見出し、本発明を完成するに至った
。
【０００９】
　即ち本発明は、平均粒子径が０．０１～１００μｍのポリビニルアルコール微粒子を含
有することを特徴とする化粧料を提供する。
【発明の効果】
【００１０】
（１）本発明の化粧料は、自然な仕上がりに優れている。上記ポリビニルアルコール微粒
子の配合により皮丘でも光散乱効果が発現しキメ落ちがなく良好な化粧効果が得られる。
（２）本発明の化粧料は使用感に優れている。上記ポリビニルアルコール微粒子が弾性の
ある使用感触を有しているため、それを配合した化粧料は軟らかで、滑らかな感触がある
。また、ポリビニルアルコール微粒子の内部に汗や皮脂が吸収されるため、肌に塗布した
場合にテカリを抑制する効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　本発明の化粧料は、平均粒子径が０．０１～１００μｍ、好ましくは１～１００μｍの
ポリビニルアルコール微粒子（以下「ＰＶＡ微粒子」とする）を含有することを特徴とし
ている。
　本発明で使用されるＰＶＡ微粒子は、ポリビニルアルコールのアセタール化物またはそ
の架橋物からなる球状の水膨潤性微粒子であるのが好ましい。特に、ポリビニルアルコー
ルとアルデヒド化合物より得られる架橋構造を有する微粒子であるのが好ましい。
【００１２】
　前記の平均粒子径は、例えば電子顕微鏡観察によって測定した各微粒子の粒子径を数平
均した値（一次粒子径）とすることができる。ＰＶＡ粒子の平均粒子径が０．０１μｍ未
満では透明性が高すぎるため凹凸補正効果が得難く、１００μｍを超える場合にはザラツ
キ等が認められ、使用感が好まれなくなる場合がある。
【００１３】
　本発明におけるＰＶＡ微粒子は、（ｉ）ＰＶＡ／アルデヒド化合物／酸触媒の水溶液を
分散質とし、かかる水溶液と得られるＰＶＡ微粒子とを実質的に溶解しない有機溶媒を分
散媒とするエマルジョンを形成し、分散質中でＰＶＡをアセタール化して微粒子を得る方
法、あるいは、（ｉｉ）ＰＶＡのアセタール化物を作製し、これを粉砕して微粒子化する
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方法等によって製造することができる。これらの製造方法のうち、球形で粒径分布が狭い
粒子が得られ、未反応原料等の除去が容易であるという点で前記（ｉ）の方法が好ましい
。
【００１４】
　前記（ｉ）の製造方法は、以下の３工程を具備している。
（１）実質的に水と相溶しない有機溶媒を分散媒とし、ＰＶＡ、アルデヒド化合物、及び
酸を含有する混合水溶液を分散質とするエマルジョンを作製する。
（２）前記エマルジョンを加熱し、分散質中でＰＶＡとアルデヒド化合物によるアセター
ル化反応を進行させ、水に不要なＰＶＡ微粒子を形成させる。
（３）得られたＰＶＡ微粒子を濾別、洗浄の後、乾燥する。
【００１５】
　前記工程（１）における混合水溶液は、ＰＶＡ水溶液にアルデヒド化合物、および酸を
添加、混合することにより調製する。ここで、ＰＶＡの濃度は、通常は１０～５０質量％
、より好ましくは２０～４０質量％とする。ＰＶＡ濃度が５０質量％より高いとＰＶＡ水
溶液の作製が困難になり作業性も低下する。逆にＰＶＡ濃度が１０質量％より低いと溶媒
中で均一に分散しにくくなる。
【００１６】
　前記工程（２）におけるエマルジョンの作製は、分散媒中に工程（１）で調製したＰＶ
Ａ混合水溶液を加え、強攪拌することにより実施する。エマルジョン化に用いる攪拌装置
としては、強攪拌が可能なものであれば特に限定されないが、好ましくはホモジナイザー
が用いられる。攪拌速度は、分散媒と分散質の配合比、それぞれの粘度、攪拌装置の種類
等によって一概に言えないが、通常は２０００ｒｐｍ以上、より好ましくは３０００ｒｐ
ｍ以上とする。攪拌速度が遅すぎると、エマルジョンの粒径が大きくなり、所定の平均粒
子径を持ったＰＶＡ微粒子が得られなくなる場合がある。
　なお、得られたエマルジョンの安定性を向上させるため、油中水型エマルジョンにおい
て乳化剤として用いられる公知の界面活性剤などを用いることも可能である。
【００１７】
　前記工程（２）において推奨される反応条件は次の通りである。
・反応温度：通常は３０～１００℃、より好ましくは４０～８０℃
・反応時間：通常は１分～３時間、より好ましくは５分～１時間
【００１８】
　前記工程（３）における後処理は、工程（２）で得られたエマルジョンを濾過等によっ
て固液分離し、得られたＰＶＡ微粒子を洗浄して、微粒子表面に残存する分散媒、未反応
のアルデヒド化合物、および残存触媒を除去することを含む。
　工程（３）で用いられる洗浄溶媒としては、分散媒洗浄用には、ヘプタン、ヘキサンな
どの炭化水素類が好ましく、未反応原料、触媒の除去、さらに先に用いた洗浄用炭化水素
の除去にはメタノール、エタノール等のアルコール類が好ましい。
　さらに、得られたＰＶＡ微粒子を乾燥によって微粒子中の水分を除くのが好ましい。好
ましい乾燥条件は次の通りである。
・乾燥温度：通常は２０～１２０℃、より好ましくは５０～１１０℃
・乾燥時間：通常は５０～５００分、より好ましくは１００～２００分
【００１９】
　上記の製造方法において原料として使用するＰＶＡは、ケン化度が比較的低いものが好
ましい。例えば、７０～９０モル％、特に７５～８５モル％のケン化度を持ち、平均重合
度が２００～２０００、特に３００～１０００であるＰＶＡが好ましく用いられる。ＰＶ
Ａのケン化度が高すぎると生成される微粒子が硬くなったり、水による膨潤度が低下する
場合があり、ケン化度が低すぎると水溶性が乏しくなり、製造時に均一な水溶液を得るこ
とが困難になる場合がある。
【００２０】
　ＰＶＡは市販品であってもよく、例えば、Ａｌｄｒｉｃｈ社もしくは東京化成社から市
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販されている試薬、あるいは日本合成化学工業社から発売されているゴーセノール（登録
商標）等が挙げられる。これら市販品には種々の重合度及び/又はケン化度を有するもの
があるが、前記の好ましいケン化度を有する市販品として、日本合成化学工業製のゴーセ
ノール（登録商標）ＧグレードあるいはＫグレードなどを例示することができる。
【００２１】
　アルデヒド化合物は、モノアルデヒド化合物、ジアルデヒド化合物、又はポリアルデヒ
ド化合物を含む。具体的には、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、プロピオンアルデ
ヒド、クロトンアルデヒド、ベンズアルデヒド等のモノアルデヒド化合物；グリオキザー
ル、グルタルアルデヒド、マロンジアルデヒド、テレフタルアルデヒド等のジアルデヒド
化合物；及びジアルデヒド澱粉、ポリアクロレイン等のポリアルデヒド化合物が挙げられ
る。これらのアルデヒド化合物は、例えば、Ａｌｄｒｉｃｈ社もしくは東京化成社から市
販されている試薬を使用することもできる。
　アルデヒド化合物の中では、架橋物を得るという観点からジアルデヒド化合物が好まし
く、ジアルデヒド化合物の中でも、安全性が高い点でグルタルアルデヒドが特に好ましい
。
【００２２】
　酸は、ＰＶＡのアルデヒド化合物によるアセタール化反応の触媒として作用する成分で
ある。使用する酸は無機酸又は有機酸であってよいが、小量の添加で大きな触媒効果が得
られる点から、無機酸、特に塩酸が好ましい。ここで用いられる酸は、市販の試薬あるい
は工業用原料として入手が可能である。例えば、塩酸、硫酸、硝酸、リン酸、等の無機酸
。シュウ酸、酢酸、等の有機酸などが挙げられる。
【００２３】
　酸の添加量としては、アルデヒド化合物に対して、通常は１～５０モル％、好ましくは
２～２０モル％の範囲とする。酸の添加量が少なすぎると、アセタール化反応速度が不充
分となり、ＰＶＡ微粒子の製造に長時間を要してしまう。また酸の添加量が多すぎると、
反応速度が早くなりすぎ、安定してＰＶＡ微粒子が得ることが困難になる場合がある。
【００２４】
　分散媒は、実質的に水と相溶せず、生成したＰＶＡ微粒子を溶解することない有機溶媒
であることが必要であり、その条件を満たす媒体であれば特に限定されるものではないが
、上記分散質を均一に分散できる点から炭化水素類、特に、脂肪族飽和炭化水素類が好ま
しい。中でも、安全性が高い点で流動パラフィンが好ましい。
【００２５】
　分散媒の量は、ＰＶＡ、アルデヒド化合物、及び酸を含有する混合水溶液からなる分散
質１００重量部に対して、通常は１００～３０００重量部、より好ましくは３００～２０
００重量部、さらに好ましくは５００～１０００重量部の範囲とする。分散媒の量が少な
すぎると、分散性が悪くなり多数粒子の集合体が形成されやすく粒子の平均粒経が大きく
なる傾向にある。一方、分散媒の量が多すぎると、生産効率が低下する。
【００２６】
　上述の方法に従って製造することにより、本発明に適した０．０１～１００μｍの平均
粒子径を持つ球状のＰＶＡ微粒子を得ることができる。なお、このＰＶＡ微粒子は水性溶
媒に膨潤するという特質も有している。
【００２７】
　一般に「ミクロゲル」と呼ばれる微粒子は、主としてナノメートルオーダーの大きさの
極微小粒子であり、アクリル系ポリマーからなるミクロゲルが化粧料における増粘剤とし
て優れているとの知見が得られている（例えば、特開２００４－４３７８５号公報参照）
。
　これに対して、上記の方法で得られる本発明のＰＶＡ微粒子は、化粧品の感触改良に適
したマイクロメートルオーダーの微粒子であり、光の散乱特性や使用感触の向上に非常に
効果的である。
【００２８】
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　また、本発明で用いる微粒子は、肌への付着性に優れたＰＶＡを主原料とする微粒子で
あるため、シリカやシリコーン樹脂粉末のような従来の球状粒子と異なり、皮丘への付着
性が優れている。さらに、ＰＶＡのケン化度を適当に制御することにより両親媒性とする
ことにより、親水性及び親油性を含む種々の化粧品基剤への配合が可能である。
【００２９】
　本発明の化粧料は、上記で詳述したＰＶＡ微粒子を、適当な媒体（好ましくは水又は水
溶性の化粧料成分が溶解した水相）に常法により混合分散させることによって得ることが
できる。すなわち、本発明の化粧料は、極めて簡単な製造プロセスによって生産可能とい
う優れた商業的価値をも有する。
【００３０】
　本発明の化粧料におけるＰＶＡ微粒子の配合量は、化粧料の全量に対して通常は０．０
１～６０質量％、より好ましくは０．１～３０質量％の範囲で配合する。ＰＶＡ微粒子の
配合量が０．０１質量％未満では十分な光散乱効果が得られにくく、６０質量％を超える
配合量では化粧料としての製剤化が困難になる場合がある。
【００３１】
　本発明の化粧料に配合されるＰＶＡ微粒子は、従来のミクロゲルと比較して粒径が大き
いため、ろ過等により容易に含水粒子あるいは乾燥粒子として取り出すことができる。従
って、通常は希薄スラリー状態で存在する従来のミクロゲルと比較し、化粧料への配合量
を飛躍的に増加することができるという。
【００３２】
　また本発明の化粧料に用いられるＰＶＡ微粒子は、付着性に優れたミクロンオーダーの
粒子である。従って、毛穴やキメ等の浅い凹凸のみならず、皺、さらには傷や火傷跡とい
った深い凹凸にも入り込み留まることが可能であるため、様々な肌の凹凸の補正が可能で
ある。即ち、本発明の化粧料は、毛穴、皺、傷跡、縫合跡、やけど跡など皮膚の凹凸を目
立たなくする化粧料として特に適している。
【００３３】
　よって、本発明の化粧料は、特に化粧下地、乳化ファンデーション、クリームなどの水
性基剤または乳化基剤を基剤とする凹凸補正化粧料として特に適している。
【００３４】
 本発明の化粧料は、前記ＰＶＡ微粒子に加えて、化粧料、医薬品等に通常使用される種
々の成分を必要に応じて配合することができる。例えば、油分、薬効成分、保湿成分、抗
炎症剤、殺菌剤、防腐剤、紫外線吸収剤、酸化防止剤、有機及び無機粉体、香料、色素な
どを挙げることができる。
【００３５】
　油分は、液状油分、固型油分、半固型油分又は水に難溶性の物質のいずれでもよい。例
えば、アボガド油、ツバキ油、タートル油、マカデミアナッツ油、トウモロコシ油、ミン
ク油、オリーブ油、ナタネ油、卵黄油、ゴマ油、パーシック油、小麦胚芽油、サザンカ油
、ヒマシ油、アマニ油、サフラワー油、綿実油、月見草油、エノ油、大豆油、落花生油、
茶実油、カヤ油、コメヌカ油、シナギリ油、日本キリ油、ホホバ油、胚芽油、トリグリセ
リン、トリオクタン酸グリセリン、トリイソパルミチン酸グリセリン等の液体油脂、カカ
オ脂、ヤシ油、馬脂、硬化ヤシ油、パーム油、牛脂、羊脂、硬化牛脂、パーム核油、豚脂
、牛骨脂、モクロウ核油、硬化油、牛脚脂、モクロウ、硬化ヒマシ油等の固型油脂、ミツ
ロウ、カンデリラロウ、綿ロウ、カルナバロウ、ベイベリーロウ、イボタロウ、鯨ロウ、
モンタンロウ、ヌカロウ、ラノリン、カボックロウ、酢酸ラノリン、液状ラノリン、サト
ウキビロウ、ラノリン脂肪酸イソプロピル、ラウリン酸ヘキシル、還元ラノリン、ジョジ
ョバロウ、硬質ラノリン、セラックロウ、ＰＯＥラノリンアルコールエーテル、ＰＯＥラ
ノリンアルコールアセテート、ラノリン脂肪酸ポリエチレングリコール、ＰＯＥ水素添加
ラノリンアルコールエーテル等のロウ類、流動パラフィン、オゾケライト、スクワレン、
プリスタン、パラフィン、セレシン、スクワラン、ワセリン、マイクロクリスタリンワッ
クス等の炭化水素、ミリスチン酸イソプロピル、オクタン酸セチル、ミリスチン酸オクチ
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ルドデシル、パルミチン酸イソプロピル、ステアリン酸ブチル、ラウリン酸ヘキシル、ミ
リスチン酸ミリスチル、オレイン酸デシル、ジメチルオクタン酸ヘキシルデシル、乳酸セ
チル、乳酸ミリスチル、酢酸ラノリン、ステアリン酸イソセチル、イソステアレン酸イソ
セチル、１２－ヒドロキシステアリル酸コレステリル、ジ－２－エチルヘキシル酸エチレ
ングリコール、ジペンタエリスリトール脂肪酸エステル、モノイソステアリン酸Ｎ－アル
キルグリコール、ジカプリン酸ネオペンチルグリコール、リンゴ酸ジイソステアリル、ジ
－２－ヘプチルウンデカン酸グリセリン、トリ－２－エチルヘキシル酸トリメチロールプ
ロパン、トリイソステアリン酸トリメチロールプロパン、テトラ－２－エチルヘキシル酸
ペンタエリスリトール、トリ－２－エチルヘキシル酸グリセリン、トリイソステアリン酸
トリメチロールプロパン、セチル－２－エチルヘキサノエート、２－エチルヘキシルパル
ミテート、トリミリスチン酸グリセリン、トリ－２－ヘプチルウンデカン酸グリセライド
、ヒマシ油脂肪酸メチルエステル、オレイン酸オイル、セトステアリルアルコール、アセ
トグリセライド、パルミチン酸－２－ヘプチルウンデシル、アジピン酸ジイソプロピル、
Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸－２－オクチルドデシルエステル、アジピン酸ジ－２
－ヘプチルウンデシル、２-シアノ-３,３-ジフェニル-2-プロペン酸２-エチルヘキシル、
エチルラウレート、セパチン酸ジ－２－エチルヘキシル、ミリスチン酸－２－ヘキシルデ
シル、パルミチン酸－２－ヘキシルデシル、アジピン酸－２－ヘキシルデシル、セバチル
酸ジイソプロピル、コハク酸－２－エチルヘキシル、酢酸エチル、酢酸ブチル、酢酸アミ
ル、クエン酸トリエチル等の合成エステル、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、
ステアリン酸、ベヘン酸（ベヘニル）酸、オレイン酸、１２－ヒドロキシステアリン酸、
ウンデシレン酸、トール酸、ラノリン脂肪酸、イソステアリン酸、リノール酸、リノレイ
ン酸、エイコサペンタエン酸等の高級脂肪酸、ラウリンアルコール、セチルアルコール、
ステアリルアルコール、ベヘニルアルコール、ミリスチルアルコール、オレイルアルコー
ル、セトステアリルアルコール、モノステアリルグリセレンエーテル（バチルアルコール
）、２－デシルテトラデシノール、ラノリンアルコール、コレステロール、ヘキシルドデ
カノール、イソステアリルアルコール、オクチルドデカノール等の直鎖、分岐高級アルコ
ール、ジメチルポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキサン等のシリコーン油、パー
フルオロデカリン、パーフルオロヘキサン、トリパーフルオロ－ｎ－ブチルアミン等のパ
ーフルオロカーボンないしパーフルオロポリエーテル、ビタミンＡ及びその誘導体、ビタ
ミンＤ及びその誘導体、ビタミンＥ及びその誘導体、ビタミンＫ及びその誘導体等のビタ
ミン類、ステロール類、天然及び合成の香料等が挙げられる。ここで、融点が常温以下を
液状油分、融点が常温以上を固型、半固型油分と区別される。
【００３６】
　薬剤成分は、油溶性、水溶性、両親媒性のいずれも適用し得る。具体的には、例えば、
美白剤、保湿剤、抗炎症剤、抗菌剤、ホルモン剤、ビタミン類、各種アミノ酸およびその
誘導体や酵素、抗酸化剤、育毛剤などの薬剤が挙げられる。
【００３７】
　美白剤としては、アルブチン等のハイドロキノン誘導体、コウジ酸、Ｌ－アスコルビン
酸（ビタミンＣ）およびその誘導体、パントテニールエチルエーテル、トラネキサム酸お
よびその誘導体、プラセンタエキスや植物抽出物（例えばカミツレエキス等）等の各種抽
出物などが例示される。
　Ｌ－アスコルビン酸誘導体としては、例えばＬ－アスコルビン酸モノステアレート、Ｌ
－アスコルビン酸モノパルミテート、Ｌ－アスコルビン酸モノオレート等のＬ－アスコル
ビン酸モノアルキルエステル類、Ｌ－アスコルビン酸モノリン酸エステル、Ｌ－アスコル
ビン酸－２－硫酸エステルなどのＬ－アスコルビン酸モノエステル類；Ｌ－アスコルビン
酸ジステアレート、Ｌ－アスコルビン酸ジパルミテート、Ｌ－アスコルビン酸ジオレート
などのＬ－アスコルビン酸ジアルキルエステル類；Ｌ－アスコルビン酸ジリン酸エステル
などのＬ－アスコルビン酸ジエステル類；Ｌ－アスコルビン酸トリステアレート、Ｌ－ア
スコルビン酸トリパルミテート、Ｌ－アスコルビン酸トリオレートなどのＬ－アスコルビ
ン酸トリアルキルエステル類；Ｌ－アスコルビン酸トリリン酸エステルなどのアスコルビ
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ン酸トリエステル類；Ｌ－アスコルビン酸２－グルコシドなどのＬ－アスコルビン酸グル
コシド類などが挙げられる。Ｌ－アスコルビン酸およびその誘導体としては、Ｌ－アスコ
ルビン酸、Ｌ－アスコルビン酸リン酸エステル、Ｌ－アスコルビン酸－２－硫酸エステル
、Ｌ－アスコルビン酸２－グルコシドまたはそれらの塩が挙げられる。
【００３８】
　トラネキサム酸誘導体としては、トラネキサム酸の二量体（例えば、塩酸トランス－４
－（トランス－アミノメチルシクロヘキサンカルボニル）アミノメチルシクロヘキサンカ
ルボン酸、等）、トラネキサム酸とハイドロキノンのエステル体（例えば、トランス－４
－アミノメチルシクロヘキサンカルボン酸４’－ヒドロキシフェニルエステル、等）、ト
ラネキサム酸とゲンチシン酸のエステル体（例えば、２－（トランス－４－アミノメチル
シクロヘキシルカルボニルオキシ）－５－ヒドロキシ安息香酸およびその塩、等）、トラ
ネキサム酸のアミド体（例えば、トランス－４－アミノメチルシクロヘキサンカルボン酸
メチルアミドおよびその塩、トランス－４－（Ｐ－メトキシベンゾイル）アミノメチルシ
クロヘキサンカルボン酸およびその塩、トランス－４－グアニジノメチルシクロヘキサン
カルボン酸およびその塩、等）などが挙げられる。
【００３９】
　抗炎症剤としては、例えばグリチルリチン、グリチルリチン酸塩（例えばグリチルリチ
ン酸ジカリウム、グリチルリチン酸アンモニウム、等）、アラントインなどが挙げられる
。
　保湿剤としては、例えば尿素などが挙げられる。
　抗菌剤としては、例えばレゾルシン、イオウ、サリチル酸などが挙げられる。
　ホルモン剤としては、例えばオキシトシン、コルチコトロピン、バソプレッシン、セク
レチン、ガストリン、カルシトニン、ヒノキチオール、エチニルエストラジオールなどが
挙げられる。
【００４０】
　ビタミン類としては、例えばビタミンＡおよびその誘導体（例えば、レチノール、ビタ
ミンＡパルミテート、等）、ビタミンＢ6、ビタミンＢ6塩酸塩等のビタミンＢ6誘導体、
ニコチン酸、ニコチン酸アミド等のニコチン酸誘導体、ビタミンＥおよびその誘導体、β
－カロチンなどが挙げられる。
　各種アミノ酸およびその誘導体や酵素としては、例えばＬ－グルタミン酸やウロカニン
酸、トリプシン、塩化リゾチーム、キモトリプシン、セミアルカリプロテナーゼ、セラペ
プターゼ、リパーゼ、ヒアルロニダーゼなどが挙げられる。
　抗酸化剤としては、例えばチオタウリン、グルタチオン、カテキン、アルブミン、フェ
リチン、メタロチオネインなどが挙げられる。
　育毛剤としては、例えばβ－グリチルレチン酸、パントテニルエチルエーテル、ミノキ
シジルなどが挙げられる。
　また、カンファー、メントール等の清涼剤も用いられ得る。
【実施例】
【００４１】
　以下に実施例を挙げて本発明を更に具体的に説明するが、本発明はこれら実施例に限定
されるものではない。
　最初に、本発明で用いられるＰＶＡ微粒子の製造例を示す。以下、配合量は特に断りの
ない限り質量％で表す。
【００４２】
（製造例１）
　ＰＶＡ（ケン化度７８．５モル％、平均重合度５００）の３０％水溶液２０ｇ、グルタ
ルアルデヒドの２５％水溶液４ｇ、および０．５Ｎ塩酸１．９ｇを混合して得られた水溶
液を、流動パラフィン１５０ｇ中に添加し、ホモジナイザーにて攪拌速度４０００ｒｐｍ
で攪拌し、流動パラフィン中に上記水溶液が微分散したエマルジョンを得た。
　得られたエマルジョンを容器ごと水浴にいれ、攪拌速度４０００ｒｐｍで攪拌しながら
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よる架橋反応を行い、微粒子状の含水ゲルを得た。
　攪拌しながら室温まで冷却し、ヌッチェにて吸引濾過後、ヌッチェ上の微粒子をヘプタ
ンで洗浄して流動パラフィンを除去し、さらにエタノールで洗浄してヘプタンを除去した
。
　１０５℃の熱風乾燥機中で１２０分間乾燥し、ＰＶＡ微粒子を得た。
　得られたＰＶＡ微粒子を電子顕微鏡にて観察し（図１参照）、無作為に抽出した５０個
の平均粒径を求めたところ３６μｍであった。
【００４３】
（製造例２）
　製造例１において、各原料の配合量を下記の表１（右欄）に示すように変えた以外は製
造例１と同様にしてＰＶＡ微粒子を製造した。
　得られたＰＶＡ微粒子の平均粒径は３０μｍであった。
【００４４】

【表１】

【００４５】
（実施例１～２及び比較例１）
　下記の表２に示す組成を有する下地化粧料を調製した。なお、比較例１は本発明のＰＶ
Ａ微粒子に換えて従来の球状無機粉末（球状シリカ）を配合した化粧料である。
・化粧料の調製方法：
　各水溶性成分を精製水に加熱溶解後、ホモミキサーにて分散し水相を作成した。得られ
水相に各粉末成分を添加しホモミキサー分散を行った後、あらかじめ加熱溶解した油相成
分を添加し、加熱状態で乳化を行った。得られた乳化組成物を更に３０℃以下に冷却し、
脱気することによりＯ／Ｗ下地化粧料を得た。
【００４６】
・評価方法及び評価基準：
専門パネル１０名により、使用感（「なめらかさ」「肌への付着性」「厚付き」）、及び
仕上がり（「毛穴やキメが目立たない」「色むらが目立たない」）の良否を下記の基準に
よって評価した。
◎：１０名中７名以上が「良い」「実感できる」と答えた。
○：１０名中５名以上が「良い」「実感できる」と答えた。
△：１０名中３名以上が「良い」「実感できる」と答えた。
×：１０名中２名以下が「良い」「実感できる」と答えた。
【００４７】
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【表２】

【００４８】
・使用感の評価
　表２に示す通り、上記のＰＶＡ微粒子を配合した本発明の下地化粧料（実施例１及び２
）は、ＰＢＡ微粉末の弾性により、塗布時のなめらかさ、肌への付着性といった使用感触
に優れていた。また従来の球状無機粉末（シリカ）を含む下地化粧料よりも厚付きが可能
であり、肌の凹凸をカバーするのに効果的であった。
【００４９】
・仕上がりの評価
上記に示したように、各実施例の下地化粧料は、特に従来のシリカ等の球状無機粉末では
得られなかった厚付きが可能になったことから、毛穴やキメなどの肌の凹凸が格段に目立
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たなくなった、また光の散乱特性にも優れ、色むら補正効果についても、球状無機粉末を
含む従来の化粧料に匹敵するものであった。
【００５０】
（処方例１）Ｗ／Ｏ化粧下地
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
製造例１の微粒子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
ジメチルポリシロキサン（６ｍＰａ・ｓ）　　　　　　　　　　　　５
デカメチルシクロペンタシロキサン　　　　　　　　　　　　　　２５
ポリオキシエチレン・メチルポリシロキサン共重合体　　　　　　　３
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
キシリット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
イソステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
アルキル変性シリコン樹脂被覆無水ケイ酸　　　　　　　　　　　　２
タルク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
ステアリン酸アルミニウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
ベンガラ被覆雲母チタン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
ヘキサメタリン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
グリチルリチン酸ジカリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
Ｌ－セリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
オトギリソウエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
酢酸ＤＬ－α－トコフェロール　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
チオタウリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
トゲナシエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
シャクヤクエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
アセチル化ヒアルロン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　０．１
ユキノシタエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
パラオキシ安息香酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
パルミチン酸デキストリン被覆黄酸化鉄　　　　　　　　　　　　　０．１
ジメチルジステアリルアンモニウムヘクトライト　　　　　　　　　１
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残余
トリメチルシロキシケイ酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５
球状ポリエチレン末　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
【００５１】
（処方例２）Ｏ／Ｗリキッドファンデーション
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
製造例１の微粒子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６
ベヘニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
ジプロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
モノステアリン酸グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
水酸化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
トリエタノールアミン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．８
酢酸ＤＬ－α－トコフェロール　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
パラオキシ安息香酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
黄酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
α－オレフィンオリゴマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
ジメチルポリシロキサン（6ｍＰａ・ｓ）　　　　　　　　　　　　 ２
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ジメチルポリシロキサン（100ｍＰａ・ｓ）　　　　　　　　　　　 ５
バチルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
イソステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
ベヘニン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
２－エチルヘキサン酸セチル　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
モノステアリン酸ポリオキシエチレングリセリン　　　　　　　　　１
酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
雲母チタン・ポリアクリル酸アルキル複合粉末　　　　　　　　　　０．５
シリカ／アルミナ処理酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　１０
ポリアクリル酸アルキル被覆雲母チタン　　　　　　　　　　　　　０．５
黒酸化鉄被覆雲母チタン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
パラメトキシケイ皮酸2－エチルへキシル　　　　　　　　　　　　 ２
ベンガラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
群青 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 適量
黒酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
法定色素　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
ベントナイト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
カルボキシメチルセルロースナトリウム　　　　　　　　　　　　　０．１
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残余
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
【００５２】
（処方例３）二層タイプファンデーション
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
製造例１の微粒子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　７
シリカ被覆酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８
合成金雲母　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
ベンガラ被覆雲母チタン（演色性パールＧ）　　　　　　　　　　　２
塩化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
ヒドロキシプロピル－β－シクロデキストリン　　　　　　　　　　０．１
ムクロジエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
甜茶エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
ユリエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
ベンガラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
ジェランガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
多孔性球状セルロース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
ラベンダーエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残余
【００５３】
（処方例４）美白化粧水
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
製造例１の微粒子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
ジプロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
ポリエチレングリコール１０００　　　　　　　　　　　　　　　　１
ポリオキシエチレンメチルグルコシド　　　　　　　　　　　　　　１
トリ２－エチルヘキサン酸グリセリル　　　　　　　　　　　　　　０．１
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ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
ジイソステアリン酸ポリグリセリル　　　　　　　　　　　　　　　０．１５
Ｎ－ステアロイル－Ｌ－グルタミン酸ナトリウム　　　　　　　　　０．１
クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
クエン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
水酸化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４
グリチルリチン酸ジカリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
塩酸アルギニン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
オドリコソウエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
トラネキサム酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
４－メトキシサリチル酸カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　１
エデト酸三ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
パラメトキシ桂皮酸２－エチルヘキシル　　　　　　　　　　　　　０．０１
ジブチルヒドロキシトルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
パラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
海洋深層水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残余
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
【００５４】
（処方例５）美白保湿ローション
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
製造例１の微粒子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
ジプロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８
ＰＯＥメチルグルコシド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
ＰＯＥ（24）ＰＯＰ(13)デシルテトラデシルエーテル　　　　　　　０．５
クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０２
クエン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０８
ヒドロキシプロピル－β－シクロデキストリン　　　　　　　　　　０．５
チオタウリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
アデノシン３リン酸－２ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　０．１
ヒアルロン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
ＥＤＴＡ３ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
ヒドロキシエチルセルロース　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
Ｌ－アスコルビン酸２－グルコシド　　　　　　　　　　　　　　　２
アルブチン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
パラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残余
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
【００５５】
（処方例６）保湿化粧水
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
製造例１の微粒子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
ＰＯＥオレイルアルコールエーテル　　　　　　　　　　　　　　　２
コハク酸ジエトキシエチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
２－エチルヘキシル－Ｐ－ジメチルアミノベンゾエート　　　　　　０．１８
１，３ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９．５
ピロリドンカルボン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
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ニコチン酸アミド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残余
【００５６】
（処方例７）日中美容液
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
製造例２の微粒子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
オクチルメトキシシンナメート　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
流動パラフィン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０２
ヘキサメタリン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０３
トリメチルグリシン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
ポリアスパラギン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
α－トコフェロール２－Ｌ－アスコルビン酸リン酸ジエステルカリウム　０．１
チオタウリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
緑茶エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
西洋ハッカエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
イリス根エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
ＨＥＤＴＡ３ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
カルボキシビニルポリマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
水酸化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０２
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残余
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
【００５７】
（処方例８）ノンアルコール化粧水
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
製造例１の微粒子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　４
エリスリトール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
ポリオキシエチレンメチルグルコシド　　　　　　　　　　　　　　１
ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０２
クエン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０８
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
メチルポリシロキサン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０２
Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシルＬ－アルギニンエチル・ＤＬ－ピロリドンカルボン酸　０．１
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残余
【００５８】
（処方例９）とろみ化粧水
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
製造例１の微粒子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
ジプロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　６
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ローズマリー油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
セージ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０２
クエン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０８
ヘキサメタリン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０３
ヒドロキシプロピル－β－シクロデキストリン　　　　　　　　　　０．１
ムクロジエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
エイジツエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
ユリエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
オウバクエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
トゲナシエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
木苺エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
ラベンダー油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
トウニンエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
レチノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０２
アルギン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．００１
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残余
【００５９】
（処方例１０）美白化粧液
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配合量（質量％）
製造例２の微粒子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
ジメチルポリシロキサン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
ポリエチレングリコール１５００　　　　　　　　　　　　　　　　３
ポリエチレングリコール２００００　　　　　　　　　　　　　　　３
オクタン酸セチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
クエン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
ヘキサメタリン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
グリチルリチン酸ジカリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
アスコルビン酸グルコシド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
酢酸トコフェロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
オウゴンエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
ユキノシタエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
エデト酸三ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
アクリル酸・メタクリル酸アルキル共重合体（ペミュレンＴＲ-２） ０．０５
寒天末　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
ジブチルヒドロキシトルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残余
【産業上の利用可能性】
【００６０】
　本発明によれば、肌への付着性に優れ、かつソフトフォーカス効果と使用感に優れた化
粧料を提供することが出来る。本発明の化粧料は、その優れた付着性により厚みのある化
粧膜の作成が容易であり、その高いソフトフォーカス効果から、化粧料による凹凸補正効
果の印象を消費者に有効にアピールできる。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
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【図１】製造例１で製造したポリビニルアルコール微粒子のＳＥＭ写真である。

【図１】



(17) JP 2010-143830 A 2010.7.1

10

フロントページの続き

(72)発明者  政近　桐子
            神奈川県横浜市都筑区早渕２－２－１　株式会社資生堂リサーチセンター（新横浜）内
(72)発明者  小野　裕之
            大阪府大阪市北区大淀中１丁目１番８８号　日本合成化学工業株式会社内
(72)発明者  來間　亜希子
            大阪府大阪市北区大淀中１丁目１番８８号　日本合成化学工業株式会社内
Ｆターム(参考) 4C083 AA112 AA122 AB032 AB172 AB222 AB232 AB242 AB282 AB332 AB432
　　　　 　　        AB442 AC022 AC072 AC102 AC122 AC132 AC172 AC182 AC242 AC262
　　　　 　　        AC302 AC342 AC352 AC372 AC422 AC432 AC482 AC532 AC542 AC582
　　　　 　　        AC622 AC662 AC692 AC792 AC852 AC912 AD022 AD071 AD072 AD092
　　　　 　　        AD152 AD172 AD242 AD252 AD272 AD282 AD302 AD332 AD352 AD392
　　　　 　　        AD532 AD602 AD622 AD642 AD662 CC01  CC04  CC05  CC12  DD05 
　　　　 　　        DD23  DD27  DD32  DD33  EE03  EE07  EE16 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

